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平成 31 年(令和１年)度事業報告 
特定非営利活動法人 葉山まちづくり協会 

 

１．業務実績概要 

 

NPO 法人として 17 年目を迎えた平成 31 年(令和 1 年)度は、以下の「１」、「２」を基本方針

として、葉山町からの「葉山町協働推進事業委託」のほか、自主企画事業も加えて会員や登録

団体とともに平成 31 年(令和 1 年)度事業を実施した。 

 

１、まちづくり活動の拠点運営 

２、まちづくり活動の支援 

1）まちづくり活動への総合的支援 

2）地域資源情報の発掘と発信 

 

１については、多くの登録団体はじめ、非登録団体に打ち合せ等に利用してもらうようにニ

ーズに合わせながら館内のテーブル、椅子等の配置を変更することで、さらに利用者増加につ

ながった。また、利用者用パソコンがある仕切りのあるデスクを取り払うことで、ゆったりし

た空間が増え利用者から好評を得ているほか、窓側にはくつろぎスペースを設けた。近隣地区

のサポートセンターの各種チラシの配架等は会員、登録団体だけでなく広く町民のまちづくり

活動に役立っている。またリサイクルコーナーの充実を図った結果、このコーナーの利用者が

増加した。「きらく座」については一般の方にも参加してもらえるようになり認知度も高まっ

た。きらく座便りも好評である。さらにコピー機の運用についても手軽さなどで多くの利用者

を得ている。 

 

２-1）ついては、34 の登録団体はそれぞれの活動目標にしたがって活動している。 

今年度は「第 20 回葉山まちづくり展」への参加にあたって、全登録団体とヒアリングを理

事が行った。時間をかけて聞き取りをした結果、各登録団体の活動の詳細を知ることができた。

ほとんどの団体が計画どおり活発な活動を行っているが、中には後継者がなく、大きな課題を

抱えているところもあった。今回は各登録団体の実態把握にとどまるが、活動が停滞している

団体の支援をどのように行っていくか、NPO 研修「パートナーミーティング 2019 逗子」や「大

磯ガイド協会」に出向き、理事が積極的に学習してきたことを参考にしながら、具体策をしっ

かりと理事会で今後話し合っていきたい。通年行っているサポート費の交付などはより有効な

奨励となるよう工夫した。 

 「第 19 回葉山まちづくり展」は 5 月開催し、フードマートの充実などにより若年家族層の

来場が増え、賑わいをみせた。 

 すべての活動を通して、町内の小中学校への出前授業等、協力的に行えた。 
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 ２-2)ついては、ホームページが町民にとって一層大きな役割を担うようになったことから、

写真を効果的に使うことで葉山らしさを前面に出し、より身近でわかりやすく役に立つものと

なるようにし、また、登録団体情報についてはさらに詳細な情報を掲載した。その過程で地域

資源情報の開示の仕方や有益な情報の受・発信について改良を加え、地道な維持・運営を行っ

ている。協会機関紙「葉山の仲間たち」を今年は３回発行し、登録団体の紹介や生き生きと活

動する人を紹介した。 

来期は形をかえた情報誌としての発行を検討している。「葉山まちづくり館ギャラリー」では

葉山の自然や歴史、文化に関わる様々な情報をほぼ二ヶ月ごとに発信して好評を博した。6月

と12月に行う貸しギャラリーの認知度もあがって利用者が増え、内容的にも質の高い展示にな

ってきている。 

 

 

２．事業内容  

             （無印：葉山町からの受託事業 ○印：自主企画事業他）  

 

    １．まちづくり活動の拠点運営 

 

  ア 「葉山まちづくり館」の管理及び運営 

・ 内容：住民が自発的に行うまちづくり活動を支援するための拠点として 

作業スペースやパソコンはじめ様々な事務機器の提供、登録団体及び協会

の刊行物の頒布、各種情報の提供で活動に資する 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館（葉山町立図書館 2階） 

・ 従業者人数：8名 

・ 対象者：葉山町民及びまちづくり活動に興味のある人 

・ 決算額： 7,406,008 円 

 

  イ 交流の場の充実 

・ 内容：葉山まちづくり館内に談話テーブルを設置し、地域の人々が気軽

に集まってお茶を飲みながら交流する場を提供することで、まちづくり活

動に資する 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：8名  

・ 対象者：葉山町民及びまちづくり活動に興味のある人 

・ 決算額：１のアに含まれる 

 

○ウ  勉強会の開催 

・ 内容：まちづくりに関わる様々なテーマで講師を招き学ぶ機会を提供。
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テーマは「遺言書を自作しよう！」 

      ・ 日時：３日間 1 回 

      ・ 場所：図書館 2階ホール 

・ 従業者人員：3人 

・ 対象者：一般市民 

・ 決算額：18,134 円 

      

○エ 「きらく座」の企画・運営 

・ 内容：多様なゲストの活動や体験に学び、葉山を見直す新たな視点を持 

つ機会とする。「きらく座便り」を発行 

・ 日時：隔月、基本的に第 2金曜日 

      ・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人員：2人 

・ 対象者：協会関係者、一般市民 

・ 決算額：15,354 円 

 

○オ  各種相談への対応 

・ 内容：個人や団体の幅広い分野のまちづくり活動及びその他公益活動に

関する相談への対応 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：３名 その他必要に応じて詳しい団体や会員が対応  

・ 対象者：一般市民 

・ 決算額：0円 

 

○カ  登録団体等の刊行物委託販売 

・ 内容：主に登録団体の活動を通して生まれた成果物（冊子、ガイドブッ

ク等）の作成補助及び委託販売 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：4名  

・ 対象者：登録団体の会員及び一般市民 

・ 決算額：１のキに含まれる 

 

○キ 刊行物作成・販売 

・ 内容：協会運営に必要な協会・登録団体の活動紹介、葉山まちづくり館

の利用案内、協会会員・登録団体の募集等のリーフレット作成。 その他

葉山の風景を描いた絵葉書の作成・頒布、協会ＮＰＯ創立 10 周年記念誌

頒布。ＩＴ環境の変化に伴いホームページにネットショップを開設 
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      ・ 日時：通年 

      ・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人員：4人 

・ 対象者：葉山町民、葉山まちづくり館来館者 

・ 決算額：63,056 円 

 

○ク 登録団体の活動及び協会事業記録集作成 

・ 内容：平成 29 年度の登録団体の活動と協会の運営・事業内容を一冊の記

録集としてまとめ、町民に公開することによって理解・活用を増進 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：3名  

・ 対象者：一般市民及びまちづくり活動に興味のある人 

・ 決算額：780 円 

 

○ケ  コピー機運用 

・ 内容 :まちづくり活動を行なう団体や町民にコピーを安価に提供。必 

要に応じた技術面でのサポートを通して活動を支援 

      ・ 日時：通年 

      ・ 場所：まちづくり館 

・ 従業者人員：6人 

・ 対象者：まちづくり活動を行なう団体や町民及び一般市民 

・ 決算額：392,861 円 

 

 

２．まちづくり活動の支援 

1）まちづくり活動の総合的支援 

 

コ 第 19 回葉山まちづくり展の開催 

・ 内容：まちづくり団体の活動紹介及び団体相互や町民との交流や活動参

加をめざし、パネル展示、交流イベント等を実施。今回は飲食コーナーを

設け、別日程でサテライト会場での展示も行った 

・ 日時：実行委員会会議（平成 30 年 11 月 4 日、12 月 16 日、平成 31 年 1

月 12 日、2月 9日、3月 3日、参加団体会議（3月 16 日、4月 21 日）、合

同作業 5 月 15 日、前日準備 5 月 16 日、開催期間（本会場 5 月 17 日〜19

日、サテライト会場 6 月 30 日）、別日程イベント(11 件)7 月 13 日まで、

反省会 8月 3日 

・ 場所：葉山町福祉文化会館（大会議室、ホール、ホワイエ、福祉文化会
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館前ロータリー）町役場駐車場、上山口会館、葉山町の各所 

・ 従業者人数：14名  

・ 対象者：まちづくり活動及びまちづくり協会に関心のある人 

・ 決算額：370,064 円 

 

○サ 葉山まちづくり展支援 

・ 内容：まちづくり展実行委員会の立ち上げと運営全般への支援、及び協

会の展示物「皇室思い出写真集」の作成 

・ 日時：平成 30年 10 月～令和１年 8月 

・ 場所：まちづくり館、図書館 2階研修室やホール、葉山町福祉文化会館 

・ 従業者人数：8人 

・ 対象者：まちづくり活動及びまちづくり協会に関心のある人 

・ 決算額：69,894 円 

 

○シ 「アンコールまちづくり展！」開催 

・ 内容：葉山まちづくり展の展示パネルをまちづくり館への通路壁面を利

用して順次掲示することで年間を通して団体活動を紹介 

・ 日時：令和 1年 7月～令和 2年 3月 

・ 場所：図書館 2階廊下 

・ 従業者人数：2人 

・ 対象者：まちづくり活動及びまちづくり協会に関心のある人 

・ 決算額：2-2）のトに含まれる 

 

○ス 登録団体の活動支援 

・ 内容：登録団体の活動の支援や、団体相互の連携の手助けをして活動の

効果を高める。また、平成 30 年度有意義で活発な活動を行った 3 団体に

活動サポート費を交付。 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：8名  

・ 対象者：登録団体 

・ 決算額：120,000 円 

 

 ○セ  交流会企画の運営と団体相互の連携強化 

・ 内容：登録団体を中心に会員や行政と交流し、情報交換の場として開催 

・ 日時：年 1回(新型コロナウィルスの影響で 2回目は中止となる) 

       ・ 場所：葉山港港湾管理事務所など 

      ・ 従業者人員：14名 

・ 対象者：協会の会員、登録団体の会員・行政及び地域の人々 
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・ 決算額：103,013 円 

  

      

○ソ 学校教育への協力 

・ 内容 : 町内の学校や教育研究所等への協力。特に町立南郷中学総合学習FGC

への協力。その他登録団体による出前事業などの実績に応じ支援金を交付 

      ・ 日時：打ち合わせ会議、体験学習実施など年数回 

      ・ 場所：葉山各所  

・ 従業者人員 : 3 人 

・ 対象者：町内小中学校の教師、児童、生徒       

・ 決算額：2-2）のスに含まれる 

 

○タ 寄付金・募金活動の推進 

・ 内容：協会運営の充実をめざした募金活動と仕組みづくり 

・ 日時：通年 

      ・ 場所：葉山まちづくり館ほか 

・ 従業者人員：3人 

・ 対象者：まちづくり活動を行なう団体や町民及び一般市民 

・ 決算額：0円 

 

○チ 会員増加の推進 

・ 内容：協会運営の充実をめざした会員増加と仕組みづくり 

・ 日時：通年 

      ・ 場所：葉山まちづくり館ほか 

・ 従業者人員：3人 

・ 対象者：まちづくり活動を行なう団体や町民及び一般市民 

・ 決算額：0円 

 

2）地域資源情報の発掘と発信 

 

 ツ ホームペ－ジの維持管理・運営 

・ 内容：町民にとって一層大きな役割を担うようになったことから、写真

を効果的に使うことで葉山らしさを前面に出し、より身近でわかりやすく

役に立つものへとリニューアルに着手。その過程で掲載内容の見直しを進

めた。ネットショップで刊行物を販売も継続 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：4名 

・ 対象者：一般市民及びまちづくり活動に興味のある人 
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・ 決算額：317,428 円 

 

○テ  情報紙（機関紙）「葉山の仲間たち」発行 

・ 内容：まちづくり活動に関する情報やまちづくり活動団体の活動内容・

協会のプロジェクト他、葉山の地域資源の紹介等を取材し記事にする。

A4・4 ページ・カラー、4,000 部、年 3 回発行、町内会に回覧するほか、

公共施設や人が多く集まる場所に置いて配布 

・ 日時：通年（編集会議、校正作業、レイアウト作業、完全データで入稿） 

・ 場所：編集会議、校正作業等は葉山まちづくり館。取材先は葉山町およ

び近隣の地域 

・ 従業者人数：7名 

・ 対象者：葉山町民及びまちづくり活動に興味のある人 

・ 決算額：157,048 円 

   

○ト 葉山まちづくり館ギャラリ－展示 

・ 内容：協会およびまちづくり館の周知を図るため、だれもが気軽に足を

運ぶきっかけに、館の壁面を活用して 4企画を実施。まちづくり活動団体

の活動内容や地域資源、葉山の歳時記の紹介、協会の活動等葉山の魅力を

広く知ってもらう内容 

・ 日時：通年 

・ 場所：葉山まちづくり館 

・ 従業者人数：8名 

・ 対象者：葉山町民及びまちづくり活動に興味のある人 

・ 決算額：67,910 円 

 

○ナ 「葉山ウォ－ク」企画 

・ 内容：葉山の町をグループにわかれて案内人に従って歩き、町の自然や歴

史・人々の生活の様子を理解し、よりよいまちづくりへの関心を醸成。 

7 回目の今回は長柄地区の主な寺社・神社・庚申塔を巡ったあと、保全

活動をしている阿部倉山に登った 

・ 日時：11 月 16 日（土) 

・ 場所：葉山ステーション 9 時 30 分集合－諏訪神社－本立寺－福厳寺－御霊

神社－阿部倉山－仙光院 14 時解散 

・ 従業者人員：8人 

・ 対象者：一般市民葉山町民、葉山まちづくり館来館者 

・ 決算額：25,174 円 

 

○二「散策マップ」、「写真絵ハガキ」企画 

・ 内容 : 葉山地域資源情報の整備の一環。コースの変更箇所の更新や新コー
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スの作成。写真絵ハガキは全国に発信することで町のＰＲも担う 

・ 日時：随時 

・ 場所：まちづくり館 

・ 従業者人員：2人 

・ 対象者：葉山町民及び葉山を歩きたい人 

・ 決算額：0円 

 

３．その他この法人の目的達成に必要な事業 

 

記載なし 

 

３. 運営報告 

 

 まちづくり協会の業務を遂行してゆくために、毎月定例会および理事会を行い、時々の問題

点の解決を図っている。同時に総会への付議事項を検討し、予算執行状況の検討、事業計画の

進捗状況の確認を行っている。 

 理事会の翌々日には、話し合いの内容について速やかに事務対応ができるよう事務局会議を

開き、より良く理事会の意向に沿った業務の推進を心がけた。その他、会員・登録団体と協会

との関係をより緊密にするための施策として交流会の充実を図り、「館だより」配信について

も継続して実施した。 

 

（１）総会：通常総会 令和 1年 6月 9日（日）於：葉山町立図書館 2階ホール 

    第 1 号議案 平成 30年度事業報告ならびに収支決算報告承認の件 

    第 2 号議案 平成 31年度事業計画案ならびに収支予算案承認の件 

    第 3 号議案 会員会費変更の件 

    正会員：18 名中 出席者 10名、委任状 7名 

 

（２）理事会：基本的に毎月第３水曜日に開催（今年度は以下の日に実施） 

   平成 31年 4月 17 日、令和 1年 5月 15 日、7月 3日、7月 17 日、8月 1日(臨時)、8月

21 日、9月 18 日、10 月 2日(臨時)、10 月 16 日、11 月 20 日、12月 148 日、令和 2年 1

月 22 日、2月 19 日、3月 18 日 

 

（３）交流会： 

１、令和 1年 9 月 8 日（日）   於：葉山港管理事務所 会議室 

   ２、令和 2年 3 月 15 日（日）  ※新型コロナウィルスの影響で中止 

     

   ※今年度より評議員は総会の中で「アドバイスをいただくならば、顧問になって   

   いただく方が協会にとって有益だ」ということになり、評議員の方々からの承諾を得 

   て廃止した。 


